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研究成果の概要（和文）：本研究では、朝鮮や満州から帰還した外地引揚者による小説や詩歌回想記などを対象に、同
時代のメディア報道やその文化表象といった社会的記憶と比較しながら、彼らの文芸的実践を検証している。また、特
に朝鮮からの引揚者に焦点をあて、植民地時代の日本語創作との比較を通じて、引揚者の文芸的実践の特徴を考察した
。これらの検証によって、戦後日本における外地引揚者の社会的記憶が悲劇的なイメージをもって語られるようになる
一方、外地引揚者の文芸的実践とその評価は、多様な広がりを持っていることなどを明らかにしている。

研究成果の概要（英文）：This research is about literature (mostly novel, poem, and memoir) of repatriates 
from colonial countries like Korea or Manchuria. The article will verify literary practice of repatriates 
from colonial countries by cross-examining literary works of same generation through media report and 
cultural representation.
This research focuses mainly on repatriates from Korea. Characteristics of literary practice of those 
repatriates were contemplated by comparing their literary works with Japanese compositions during 
Japanese colonial period. The result shows that social images of repatriates after 1945 were portrayed 
very tragically, but literary practices of repatriates were definitely being assessed with a variety of 
views.

研究分野： 日本近代文学・文化誌
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１．研究開始当初の背景 
本研究に関する研究開始当初の研究動向

は、以下のとおりである。本研究の学術的
背景としては、(1)外地引揚げの社会･歴史
的研究と、(2)外地引揚げをテーマにした文
学･文化史的研究との二つに大別できる。
(1)については、若槻泰雄『戦後引揚げの記
録』（1991）や加藤陽子「敗者の帰還」（『国
際政治』1995）といった先行研究があり、
近年では成田龍一「「引揚げ」に関する序章」
（『思想』2003.11）や丸川哲史『冷戦文化
論――忘れられた曖昧な戦争の現在性』（双
風社、2005）などによって、外地引揚げ自
体の体験とともに、それらが叙述される戦
後の歴史性が問われている。また、(2)につ
いては、西原和海「戦後日本の満洲ネット
ワーク――引揚げ文化人を中心に」（『社会
文学』2002.8）のように旧満洲引揚者の戦
後における人的ネットワークを検証する研
究がある一方で、波潟剛「〈故郷〉を〈創造〉
する〈引揚者〉――安部公房とシュルレア
リスム」（『日本語と日本文学』2003.3）と
いった作家の外地引揚体験をテーマにした
作品論や、天野知幸「〈記憶〉の沈潜と二つ
の〈戦争〉――引揚・復員表象と西條八十」
（『日本文学』2006.11）など、敗戦後にお
ける外地引揚げ表象を分析する文化史研究
がある。 
 
２．研究の目的 
本研究「外地引揚者の文芸的実践とその

社会的記憶編成をめぐる交渉的研究」は、
1945 年から 1950 年代における朝鮮･旧満
洲地域から帰還した外地引揚者による文芸
的実践の軌跡を分析し、外地引揚者にかん
するメディア報道の推移との比較から、そ
れらの交渉的関係の位相を検証することを
研究開始当初の目標に設定している。 

1945 年の日本の敗戦以降、海外から引揚
げた日本人は、軍人・軍属を含めて約 660
万人といわれている。このなかで朝鮮・旧
満洲地域からの引揚者は、民間人に限って
も約 192 万人であると推定されている（厚
生省援護局『引揚と援護 30 年の歩み』、
1978）。こうした外地引揚者の 12 記憶
は、それぞれの地域や世代、個々人の体験
等によってさまざまであるはずだが、日本
の敗戦と外地引揚げの社会的記憶は、戦後
においてある程度定型化されて語られる傾
向にあった。 
 本研究では、(1) 1945 年から 1950 年代
における朝鮮･旧満洲地域から帰還した外
地引揚者による文芸的実践のありようを検
証し、(2)外地引揚者にかんするメディア報
道や大衆文化表象の推移と比較対照するこ
とで、それらの交渉的関係から外地引揚げ
の社会的記憶編成の位相を検証するために、
外地引揚者の文芸的実践と同時代の社会的
記憶編成との関係性を歴史的に位置づける
ことを研究の目的として設定した。 

 
３．研究の方法 
本研究は、これまで注目されてこなかっ

た無名の外地引揚者による文芸的実践に焦
点をあて、その特徴を量的に把捉し、資料
的発掘にとどまらず、同時代の社会的記憶
編成のなかで位置づけることをめざした。
研究方法としては文学テクストの個別性と
社会的文脈を配慮しながら、外地引揚げと
いう社会的記憶の編成との交渉を視野にお
きながら関連資料を収集した。外地引揚げ
の記憶が、戦後日本における敗戦から 1950
年代的心性を裏面においていかに支えてい
たのかを実証するとともに、そうした社会
的記憶とは一線を画すような文芸的実践の
位相を検証しようとした。 
そのために、まずは関連研究の動向を把

握した上で、国内外での資料調査を継続的
に実施し、収集した資料の整理・書誌作成
を実施した。国内資料調査では主に本研究
の基盤となる同時代資料の発掘･調査･収集
にあて、海外での資料調査は各年度 1～2
回実施し、外地引揚げにかんする関連資料
調査を行った。 
 
(1)朝鮮･旧満洲地域からの引揚者による文
芸的実践：引揚者の文芸的実践については、
それらの資料的発掘と量的把捉を心がけ、
収集資料のデータを蓄積した。また、テク
スト分析とともに、文芸的実践の意図や社
会的文脈を明らかにするために、引揚げの
拠点港や戦後の俳誌やサークル誌の調査を
綿密に実施した。 
 
(2)外地引揚げの社会的記憶編成：社会的記
憶編成については、奥野芳太郎編『在外邦
人引揚の記録』（1970）による時期区分―
―主力引揚期（1945-47）／共産圏引揚期
（1948-50）／大空白期（1951-52）／続共
産圏引揚期（1953-59）――を参考に改め
て三つの時期に分け、外地引揚げにかんす
るメディア報道と同時代表象を中心に(1)
との交渉的関係を検証した。 
 
(3)戦前の文芸的実践との比較考察：研究成
果の対象である村上杏史については、植民
地期の朝鮮における朝鮮俳壇や俳誌『カリ
タゴ』の動向、また原口統三については、
旧満州における少年期の詩作や日本語文芸
の環境、第一高等学校における文芸創作や
校風などの動向を検証に加えた。 
 
 以上、本研究では、外地引揚者による文
芸的実践と社会的記憶編成との関係性を解
明するために、網羅的な資料調査・収集に
よる実証的作業を旨とした。これについて
は収集資料のデータベース化を進め、蓄積
している。 
 
４．研究成果 



 1945 年の敗戦以降、海外から帰還した日
本人は軍人・軍属を含めて約 660 万人と言
われている。朝鮮半島や旧満洲地域の民間
人に限っても、その数は約 192 万人と推定
されている 。軍人の帰還を「復員」という
のに対して、帝国日本の旧植民地や海外で
生活し、敗戦後に帰還した一般の日本人は
「引揚者」、特に旧植民地から引揚げた人々
は「外地引揚者」と呼ばれている。 
 こうした外地引揚者たち――厳密にいえ
ばその一部ではあるが――の経験は、敗戦
後に綴られた多くの引揚げ体験記からうか
がうことができる。成田龍一は、その引揚
げ体験刊行の推移を 1950 年前後からの時
期と 1970 年代以降に大別できると指摘し
ている 。前者の事例は、藤原てい『流れる
星は生きている』（日比谷出版社、1949 年）、
赤尾彰子『石をもて追わるる如く』（書肆ユ
リイカ、1949 年）、森文子『脱出行』（開顕
社、1948 年）や、『秘録大東亜戦史』（全 10
巻、富士書苑、1953 年）における「朝鮮篇」
「大陸篇」所収の引揚げ手記であり、後者
の事例は、藤原・赤尾らの手記も抄録され
る『大東亜戦史』（全 10 巻、富士書苑、
1969-73 年）の「朝鮮編」や井出孫六『終
わりなき旅』（岩波書店、1986 年）などと
ともに、いわゆる森崎和江ら「植民二世」
たちの体験記が語られ始める時期に重なる
とされている。 
 このなかでも、たとえば 1949 年に発表さ
れ、映画化もなされ話題になった藤原てい
『流れる星は生きている』に象徴されるよ
うに、1950 年前後の時期に発表された外地
引揚体験記は、敗戦そして引揚げの記憶が
生々しい時期に執筆されたものでもあるこ
とから、いわば戦後日本の出発のさまざま
な苦難に重ねられ、国民的記憶を補強する
大きな物語のひとつとして語り継がれてい
る。だが、外地引揚げの記憶は、多くの人
びとが共鳴できるような物語として流通す
る一方、それがどのように記述され、引揚
者をめぐるいかなる歴史的な文脈から形成
されたのかに関しては明らかにされること
が少ない。そもそも外地引揚げ体験とは、
引揚者のさまざまな個人的な事情はいうま
でもなく、地域的にも異なる多様な記憶の
集積としてある。このような観点から、本
研究の研究成果では、学術論文として公表
した内容を中心に、以下にまとめて記述す
る。 
 
(1)外地引揚者の文芸的実践としては、朝鮮
引揚者の手記もしくは回想録で社会的記憶
の一端を担うものは少ないという特徴をも
っている。その理由として挙げられるのは、
引揚者の社会的記憶が概して悲劇的なもの
としてとらえられる傾向にあるという点、
それが地域的にいえば旧満洲や大陸からの
引揚者に比重がおかれるという点である。
朝鮮からの引揚者は、ある意味で植民地委

時代の生活が比較的豊かであり、植民地統
治の支配者層として位置づけられることや、
朝鮮半島での生活史や外地引揚げの苦難も
戦後の政治的状況のなかであまり語られる
ことはなかったことが背景として推察され
る。 
 こうした特徴を満たすものとして、村上
杏史『手記 三千里』（以下『三千里』と略
記する）という朝鮮引揚げ体験記がある。
村上杏史（1907-1988）は愛媛県中島生まれ
の俳人であり、戦後、俳誌『柿』を主宰す
るなど愛媛のホトトギス系俳句の振興に努
めた人物として知られる。彼は戦前、朝鮮
全羅南道の木浦で四半世紀余りを暮らした
在朝鮮日本人であり、引揚者でもあった。 
村上杏史の引揚げ体験記『三千里』は、

まず彼自身が発行していた『枴門五句集』
という手刷りの小冊子に連載され、会員で
ある杉浦知恵子によって点字訳がなされ国
立盲人図書館や愛媛県盲人協会などに寄付
されたという経緯をもっている 。「枴門」
とは、植民地時代の木浦で俳人清原枴童に
教えを受けた門下生という意味である。つ
まり『三千里』は、木浦を中心に俳句をた
しなみ清原枴童にゆかりのある在朝鮮日本
人のために書かれ、そして読まれた手記で
ある。この引揚げ体験記の点字訳が周辺で
評判になり、1960 年 6月には全国木浦会か
ら謄写版で発行、1969 年には村上杏史が主
催する柿叢書として活字化され再版される
ことになる。前述の朝鮮引揚者の文芸的実
践の特徴を踏まえれば、村上杏史『三千里』
という外地引揚げ体験記の成り立ちだけを
みても、枴門の俳人たち、点字訳の読者、
そして全国木浦会の人々や愛媛地域を中心
とした俳句関係者といった繋がりが推察で
きる。 
 文芸的実践としての外地・海外における
俳句や短歌の活動は、芸術的な表現をめざ
しがちの小説や詩とは異なり、その担い手
の数も規模は桁違いに大きく、まずは俳人
歌人間のコミュニケーション・ネットワー
クの形成に向かう傾向にある。たとえば在
朝鮮日本人における俳句は、異郷の地にあ
って日本人たるアイデンティティを移住者
が再確認するための身近な芸術的ツールで
あったのであり、1920 年代になると高浜虚
子のホトトギス系俳句を中心に結社が各地
域に続々と誕生している。その朝鮮俳壇に
あって注目されたのが「朝鮮の子規」とも
称された朝鮮俳人朴魯植であり、彼の年賀
状に記された俳句が機縁となって木浦で俳
句を始め、清原枴童を師と仰いだのが村上
杏史である。朴魯植の夭折、病による清原
枴童の内地帰還を経て、彼らによって培わ
れた木浦の俳誌『カリタゴ』を引き継いだ
のも村上であった。その俳句で繋がる人的
ネットワークが村上杏史の外地引揚げに深
くかかわっていたことは述べたとおりであ
る。 



 もちろん、ここで指摘しておかなければ
ならないのは、この木浦と俳句で繋がる人
的ネットワークは、植民地統治下の支配層
たる在朝鮮日本人によって形成されたもの
であり、植民地支配の力学のなかで培われ
たものでしかないということである。まさ
にそれは村上杏史の植民者意識として、意
識的にも無意識的にも『三千里』に刻印さ
れており、38 度線脱出や木浦引揚げの行程
にみられた在朝鮮日本人の現実の活写によ
って示されている。何よりも象徴的なのは、
「北辺」を除く手記本文には、村上杏史に
よるものはもとより、朴魯植の「碧波津」
と題された「難灘や今宵千鳥の鳴くばかり」
以外の句は載録されていない。つまり、日
本の敗戦／朝鮮の解放時から愛媛県中島に
引揚げるまでの村上杏史の体験は、到底、
俳句には詠みえないものであり、引揚げか
ら十数年を経てようやく、おもに木浦と俳
句で繋がる人々を対象に文章で綴るしかな
かった経験なのである。『高麗』にもこの間
の作句は載録されていない。村上杏史『高
麗』で引揚げ後に最初に採られている俳句
は「朝鮮が憎くて恋し天の川」であった。 
 
(2)村上杏史の外地引揚げ体験記である『三
千里』や敗戦・引揚げの模様をかろうじて
推察することのできる句集『高麗』は地方
での限定された出版物として位置づけられ
る。この背景には、朝鮮引揚者の文芸的実
践の特徴がある一方、それではなぜ村上杏
史はこうした体験記を活字にしたのかとい
う謎も残る。ここには、戦後の彼の文芸的
実践が植民地統治期の文芸活動の延長線上
に位置づけられること、そして、このよう
な文芸的実践がのちの俳句による日韓文化
交流に繋がるということは看過できないで
あろう。 

1956 年 10 月頃、愛媛中島の村上杏史の
もとに韓国から一通の私信が届いている。9
月 28 日付の航空便で差出人は「李桃丘子」
と記されていた。そこには「村上先生、お
かはりはございませんか、去る九月中ばに
朴琪鐘氏のお宅を訪問し御  家族一同に
お目にかゝりました。朴氏は九年前に結婚
され、現在二男一女の父とな り、金湖洞
（南山の南側山麓）の政府官舎に、団欒の
生活をして居られます。お母  様もいと
お元気で朴魯植氏の生前、歿後の村上先生
の御厚志溢るゝ御援助に対しいろいろとお
話せられ、是非いつかまたお目にかゝるこ
との出来る日の来るのを待つて居ると云は
れました」とあった。 
 余程の感激であったのか、村上杏史はそ
の顛末を「朴魯植遺族のこと、李桃丘子に
より明白になつたとのこと、私も喜ばしく
思ひます」という高浜虚子の言葉とともに、
翌年二月の『ホトトギス』誌上に綴ってい
る。朴琪鐘が政府高官であることを気にし
てか、李桃丘子の手紙には「朴氏宛に村上

先生からお送り下さる御手紙は、今後小生
宛にお送り下さるやうお願ひします。諸事
情をお察し下さい」ともあり、原稿を一読
した高浜虚子も「唯あの文章を公にして朴
魯植氏の遺族が親日家の繋りとして疑を受
けることがありはしないかと一寸心配にな
りました。其点は如何でせうか」と書状を
書き送っている 。 
一連の経緯はこうである。「韓国李桃丘子

といふ雑詠の名前をたよりに朴魯植の遺族
の安否を尋ねてほしいと依頼してから三年
目、桃丘子氏の熱心な探索によつてやうや
くその無事が判明し、度々その近況を知ら
して下さるのである」。「雑詠」とあるのは
『ホトトギス』雑詠欄のことで、李桃丘子
の名が見られるのは 1954 年 2 月の「末枯
るゝ向日葵のなほ豪奢なる」と 3月の「も
の影の外を飛びをり秋の蝶」の二句である。
いうまでもなく韓国人による俳句の載録は、
これが戦後初の事例である。1945 年の日本
の敗戦／朝鮮の解放後、しかも朝鮮戦争の
休戦協定が結ばれて直後の時期にあって、
たとえ俳号であれ韓国俳人が日本の俳句雑
誌に投句していたという事実は注目に値す
る。だがそれ以上に、この二人の手紙のや
り取りが、日本の敗戦／朝鮮半島の解放を
跨いだ俳句による日本と韓国のコミュニケ
ーション・ネットワークを紡ぐ、ひとつの
出発点となったということは注目してよい。 
李桃丘子が畏敬していた朴魯植と村上杏

史の関係はこうである。朴魯植が中心とな
って朝鮮の木浦で発刊された俳誌『カリタ
ゴ』は、彼の死後に村上杏史が受け継いで
いる。村上杏史は、朴魯植のことを「短歌
時代からの知己であったが後に私も俳句に
導き入れてくれ」たと語っている。村上杏
史の師は清原枴童だが、彼の『カリタゴ』
参加は「昭和二年友人朴魯植からの年賀状
に「抱へゐれば事足る子なり大手毬」があ
つて興味を覚え」たことが契機である 。ま
た、村上杏史『高麗』を読み「恰も朴魯植
の作句にめぐり合ふ如き錯覚に陥って、両
氏の因縁の浅からざることを痛感した」と
いう井上兎径子も朴魯植に教えられた一人
である。朝鮮俳人が在朝鮮日本人に俳句を
教えること。それは朝鮮俳人の輩出ととも
に、朴魯植とその俳句によってもたらされ
た朝鮮俳壇の大きな財産だといってよい。 
 1956 年の村上杏史と李桃丘子の往復書
簡に戻る。「戦後のホトトギスに、朴魯植の
点じた灯火が一つだけ残つてゐるやうに、
韓国、李桃丘子の名が見られた。未知の人
ではあるけれども、俳諧に繋る縁をたより
に朴魯植遺族の安否を探ねる事を依頼し
た」。ここから村上杏史の心情は読みとれる。 
それでは李桃丘子こと李漢水にはどのよ

うな「俳諧に繋がる縁」があったのか。の
ちに彼は「先輩に朴魯植あり椿の忌」と詠
んでおり、朴魯植や高浜虚子を敬愛してい
たことは確かである。李漢水が俳句に出逢



ったのは 1941 年のことであり、「わたしは
中学二年の教科書にあった子規の句「柿二
つ」が気に入り、つい俳句をやり出した」
と彼は述べている。この「つい」という言
葉は非常に重い。というのは「父は朝鮮総
督府時代にミッション・スクールの反日思
想教育者として当局に憎まれてながく牢屋
にぶち込まれ、その後も二次大戦が終るま
で警察のきびしい監視をうけたのであるが、
どうしてこのような家庭出身のわたしが俳
句に興味をもちつゞけたかちよつと不思議
でもある」と語られている。 
 ここに窺えるのは、一見奇妙なことでは
あるが、反植民地主義者として父を収監し
た帝国日本とその宗主国文芸である俳句を
分立してとらえる心性である。しかもそれ
は、親日という政治性や文学による内鮮融
和という観点から把捉された高浜虚子らの
朴魯植像とは明らかに異なっている。韓国
俳人李桃丘子こと李漢水の言葉は、俳句と
いう旧宗主国文芸と内鮮融和というイデオ
ロギーの間に逆に楔が打ち込まれることを
意味しており、そこでは親日という政治性
もまた、文学とナショナル・アイデンティ
ティの狭間で細分化を迫られるからである。
李漢水はその後、『ホトトギス』と村上杏史
が主宰する愛媛の俳誌『柿』を始めとする
日本の俳誌で活躍し、1971 年には『句集韓
国』を刊行する。彼は俳句に関心をもつ韓
国人のなかで最も知られる韓国俳人となる。 
 他方、村上杏史は、朴琪鐘ら遺族とも再
会をはたし、初句集『高麗』を出版しての
ちに『朴魯植俳句集』を刊行、一九六五年
の日韓基本条約締結以後は、たびたび慈善
事業や吟行で韓国を訪れ、韓国俳人らとも
交流を重ねた。また彼が主宰した『柿』は、
李漢水を筆頭に、崔炳璉や曹星国など韓国
人会員が多く集まる俳誌へと成長する。 
村上杏史の朝鮮引揚げ体験記『三千里』

は、彼の植民地時代における朴魯植の俳句
との出会いや木浦の俳誌『カリタゴ』の主
宰があり、またその後における愛媛での俳
句活動と韓国俳人との交流など、戦前の朝
鮮半島、そして戦後の愛媛と続く一連の経
路のなかで位置づけられる。それは、戦後
日本における外地引揚者の社会的記憶のな
かで決して大きく語られることのなかった
経路でもある。 
 
(3)戦後日本における外地引揚げの社会的
記憶の形成史のなかで、在朝鮮日本人であ
った村上杏史の事例とは異なる経緯を辿っ
たものもある。厳密にいえば外地引揚者で
はないが、旧満洲で少年期を過ごした原口
統三の場合である。 
敗戦後、旧制高校や大学の学生たちを中

心に衝撃を与えた出来事として知られるの
が、原口統三の自殺とその遺稿『二十歳の
エチュード』の出版である。1946 年 10 月
25 日に第一高等学校の学生であった原口

統三が逗子海岸で入水自殺を遂げている。
彼は京城に生まれ大連に育った植民者二世
でもあった。その翌年には彼の遺稿を橋本
一明がまとめた『二十歳のエチュード』が
前田出版社から刊行されている。初版と再
版それぞれ 5000 部は瞬く間に完売した。そ
の後、書肆ユリイカから改版して刊行、同
社唯一のベストセラーといわれる。1952 年
以後は角川文庫の一冊として約 30 年にわ
たって版を重ねたロングセラーとなり、『二
十歳のエチュード』は、「純潔」「無垢」「自
意識」といった特有の鍵語をともなって、
いまもなお天才肌の夭折詩人の書として語
り継がれている 。 
 この原口統三の自殺と『二十歳のエチュ
ード』が引き起こした社会現象の経緯を追
うことで、ひとりの青年の自殺がその遺稿
をもっていかに偶像化されたのかという道
筋を考察した。そして、『二十歳のエチュー
ド』における夭折詩人像が読者にどう提示
されたのかという視点からこの夭折詩人像
の成型をとらえなおし、そこに必ずしも強
調されていない旧満洲の大連の描かれ方と
ともに検証した。 
唐木順三に倣えば、『二十歳のエチュー

ド』は、「精神の肉体」が「家庭、学校、家
族、国家」を夾雑物として次々に削ぎ落と
す物語ということになる。これは逆に「家
庭、学校、家族、国家」を前提としていな
ければ「精神の肉体」は存立しえなかった
といい換えることができる。それでは「精
神の肉体」は、どのような実生活を経て生
まれたのだろうか。原口統三『二十歳のエ
チュード』は時系列順の三部立てになって
いるのだが、「人生そのものを芸術とする」
という宣言から始まるその構成をみると、
削ぎ落とされる実生活のなかでもっとも異
質で存在感を有する物語因子は、彼が育っ
た大連にかんする章句である。 
 たとえば、「自叙伝。――気まぐれな植民
地育ちの夢想児は、日本の土を踏んで、祖
国の鈍重な阿呆面に、失望し、退屈した挙
句、苦り切つて一人お芝居をした」である
とか、「大連。――彼は植民地の子供である。
祖国の山河は、絵本の中に住んでゐた。そ
して、外国も、やはり海の向ふにあつた」
といった箇所である。大連に育ち一高に進
んだ学歴エリートの来し方は、故郷喪失者
のアイデンティティ表象として戯画的ある
いは幻想的に綴られている。また、大連の
描かれ方にしても、植民者二世の外地表象
という点ではロマン主義的なヒロイズムの
典型ともいえる 。つまり、敗戦後の植民者
二世による旧外地表象としてはやや前衛的
なものではあるが、『二十歳のエチュード』
の他の辛辣な箴言のなかにあっては、ある
意味で感傷的、情緒的な表現に収まってい
るのである。これは何を意味しているのか。 
「大連よ。今、僕の疲れた魂がお前の顔

を思ひ出す。そして失はれてしまつた僕の



豊かな「詩人の辞書」を懐しむのだ。今の
弱気な僕の手に月並みな泣き言以外に何が
書けるだらうか。〔／〕嘗てあらゆる「比喩」
と「真似言」を軽蔑した僕、あの時の僕は
どこへ行つたのだらう。〔／〕表現を破壊し
た僕に、表現が戻つてくるわけはない。」こ
の「大連よ」という呼びかけは、『二十歳の
エチュード』の末尾に近い箇所で都合三度
なされている。 
かつてそこに暮らしいまは異郷となった

大連が、こうした呼びかけの対象になって
いるのは郷愁からである。この場合、「僕の
疲れた魂がお前の顔を思ひ出す」とあるよ
うに、大連は他者として擬人化されている。
すなわち、大連の「顔を思ひ出す」とは、
それを思い出す脳裏のなかで、同時に大連
から見られているという感覚を伴っている
のだ。それは、大連を想起すると同時に、
原口統三がその大連から何らかの情動を喚
起されているということでもある。 
 このきわめて異質である大連にかんする
章句が、どのように読者に理解されたのか
という点である。『二十歳のエチュード』は、
敗戦後の若者たちの曰く言い難き不安や疎
外感を、人生や実存にかかわる困難や批評
的課題として代弁したことにおいて共感を
呼び、語り継がれた。そのとき、この大連
にかんする章句は、読者にとってどのよう
なものとして了解されるのだろうか。もち
ろん、これら大連の記述は、決して無視さ
れたわけではないのだが、旧満洲の大連に
かんする事項は、あたかもなかったかのよ
うに読まれた形跡があるのだ。大連の植民
者二世としての原口統三ではなく、第一高
等学校に在籍する夭折詩人としての原口統
三像の神話化をここにみることができる。
その際、外地での経験とともに、敗戦によ
って故郷喪失者となった原口統三の歴史性
をともなった心性は、内地の学歴エリート
の一般性のもとに回収されたのではないか
と推察される。 
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